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は じめに

蒋碗の北伐計垂については,先 行研究に計書の存在 についての指摘はある1

ものの,管 見の限 り王夫之 『讃通鑑論』以外に詳細 な考察 は存在 していない。

その 『讃通鑑論』巻十 ・三國では,次 の ように述べ られている。

蒋碗改諸葛之圖,欲 以舟師乗漢、汚東下,襲 魏興、上庸,愈 非策x。 魏

興、上庸,非 魏所侍爲巖,而 其贅絵之地也。縦克之　 ,能 東下裏、奨北

牧宛、雛乎?不 能也。何也?魏 興、上庸、漢中東進之飴険,士 卒所葱以

阻突騎之沖突,而 依険 自固,則 出険而魂神已掴,固 不能鍮 闘 限以與人相

搏也。且舟師之順流而下也,逸 　 ;無 與遇之而戒心弛,一 離乎水而衰氣

不足以生,必 敗之道也。先主與呉共争子水而且潰,況 欲以水爲勢,而 與

車騎箏干原陸乎?魏 且履實地,資 宿飽,坐 而制之干丹、清之 淵,如 蛾赴

焔,十 捕而九亡　。
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劉 裕之湖河、潤以入關中,王 鎭悪等以歩騎馳撃,而 舟師爲其纏,非 侍舟

師以孚人子陸也。挑泓侍拓抜氏爲之守,拓 抜氏不爲泓守,而 泓弛其 防,

故獲利焉,非 猫椅舟師之利攻人干千里之外也。諸葛之出祁 山,以 守爲攻,

即以攻爲守,知 習干瞼者之不利干夷,且 自固以待時攣,特 不欲顯言之以

怠厭志耳。碗移屯而東西防遂弛,x陰 平之祠,自 碗始　。碗疾動而不

能行,司 馬艶方謀纂而未暇,故 蜀猶以全。不然,此 一墨而蜀亡不旋踵x。

これを見 ると,王 夫之は 「曹魏 にとって魏興や上庸 は贅鯨の地であ り,勝 ち

とった ところでさらに裏陽や簗城,宛 や洛陽を奪 うことはで きない」 と述べ,

かな り手嚴 しい評憤 を下 している。 さらに 「蒋碗が魏興 ・上庸攻略戦 を行 う

ことがで きず司馬艶が纂奪の謀に忙 しかったために蜀漢が維持 された」 とし,

「蜀漢滅亡の際に陰平 をxに 破 られて しまう元凶は蒋碗にある」 として,蜀

漢滅亡の原因の0部 を蒋碗 に蹄 している。蒋碗 の北伐計書は,こ のような王

夫之の見方の通 りなのであろうか?

また,陳 壽 『三國志』か ら見た蒋碗政権の成立過程 とその性格 については,

すでに拙稿で論 じた2が,そ こで も指摘 したように中林史朗氏は延煕元年の詔

勅の

須呉墨動,東 西椅角,以 乗其騒。

とい う0文 を受けて,蜀 漢が呉の動 きを 「主」 とし,自 らは 「從」の立場 を

とるようになったとし,ま た諸葛亮の死後 に生死 を賭けるような戦闘が行わ

れなかったことか ら,諸 葛亮の死に伴 って蜀漢政権 は理念上終焉 した と述べ

ている。 また,渡 邉義浩氏 も蜀漢が盆州土着政権 と化 して正統性 を失 ってい

くことへの配慮 をしたため蒋碗の北伐が計書 されたとしている3。 果た して,

蒋碗の北伐は呉の動 きを 「主」 とし蜀 を 「從」 としていたのであろ うか?ま

た蒋碗の北伐 は政椹 の正統性へ の配慮 のためだけに計豊 されたのであろう

か?本 當に諸葛亮の死で もって理念上で も蜀漢政権 は終焉 して しまっていた

のであろうか?

以上の ような問題意識 を踏 まえて,本 論文では陳壽 『三國志』本文及び斐

松之注(以 下,「装注」と略す)に 依捺 して蒋碗政椹の時期の年譜 を作成 し彼の
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北伐計書について確認す るとともに,陳 壽 『三國志』か ら見た蒋碗政灌 の性

格 と彼の 「蜀漢國史観」について言及してい きたい と考えている。

蒋碗政権の軍事政策と年譜

蒋碗政権 の政策 と當時の蜀漢の動 きを見るために,建 興十二年(234年)に

諸葛亮が亡 くなってか ら蒋碗がこの世 を去 る延煕九年十一月までの年譜 を作

成 した(〔表1〕 蜀漢を中心とした三國の動向と天災 ・異民族反乱(234年8月 ～246年

11月))4。

まずはっ きりとわかることは,先 行研究で も指摘 されているところである

が,確 かに蒋碗政権下での大規模な軍事行動がほとん どなかったことである5。

しか し,彼 はただ輩 に國力恢復 と内政充實 に努め,守 りに徹 していたわけで

はなかったようだ。

延煕元年(238年)に 蒋碗は劉輝 の詔勅 を受 けて漢中に出陣 して開府 してい

る。諸葛亮の死後,漢 中は呉諮 と王平 に任 されていたが,政 権首班が漢中で

指揮 を執 る膿制が再び整え られ,北 伐の準備 に入ったのである。 この直前に

遼東で公孫淵が魏 に叛旗を翻 したことも北伐への好機 と捉 えられた可能性が

ある。

この頃か ら,蒋 碗の北伐計壷が具禮化 してきたと考えられる。 この計書に

ついては 『三國志』巻四十四蒋碗傳 に記 されている。

碗以爲昔諸葛亮藪 閣秦川,道 瞼運難,寛 不能克,不 若乗水東下。乃多作

舟船,欲 由漢、汚襲魏興、上庸。會奮疾連動,未 時得行。而厭論威謂如

不克捷,還 路甚難,非 長策也。於是遣尚書令費禧、中監軍姜維等腐指。

陳壽の この文章 をそのまま受け入れると,蒋 碗 には北伐 をやる氣がなかった

わけではな く,む しろ積極的であったことになる。北伐は蜀漢建國以来の國

是である。蒋碗 は劉備 ・諸葛亮の遺志 をその まま受けｺ1'ぎなが らも,諸 葛亮

とは異 なった戦略をとろうとしていたのである。

魏の正始二年,呉 の赤烏四年,そ して蜀漢の延煕四年(241年),漢 中にあっ
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た蒋碗は漢水 ・河水 を下 って魏興 ・上庸攻略 を目指 して軍 を進め ようとし

た6。 實は,こ の蒋碗の計書 を實行 しようとした前後 に,『 三國志』巻四十四

姜維傳に

碗既遷大司馬,以 維爲司馬,数 率偏軍西入。

とあ り,ま た 『華陽國志』巻七劉後主志 にも

輔漢將軍姜維領大司馬 〔司馬〕,(是 歳)西 征入莞中。

とあるように,蒋 碗 は延煕二年をは じめ として西方の地理に明るかったであ

ろう姜維 をたびたび涼州方面へ 出撃 させている。それ も 「大司馬府 の司馬」

として,で ある。これは 「姜維が蒋碗の指示の下 に西方 に出撃 した」 という

ことを意味す る。 この時期の蒋碗 と費禧 ・姜維の間には少な くとも官職上で

は比べ物 にならないほどの差があ り,蒋 碗 は諸葛亮のような官職 と権力 を握

っていた。7ま た,蒋 碗は後に政権首班 となった費緯の ように,姜 維 をおさえ

きれないか ら兵を小 出しに して出撃 させ ているわけではない と考 えられる8。

以上の黒占を踏 まえて考えると,こ の時期の姜維は魏興 ・上庸攻略戦 を念頭 に

置いた別動隊 を指揮 していたと考えるのが適切であろう。「それまで諸葛亮が

北伐 を行 って きた魏 の雍州 ・涼州方面へ これか らも蜀漢の北伐が行われる」

と魏へ印象付 ける牽制 として派遣 された もの と思われる。

しか し,結 局蒋碗の魏興 ・上庸攻略計書は中止に追い込まれて しまう。北

伐 中止の理由について考える際に,『 三國志』蒋碗傳 にある記述 によく注意 し

て見 る必要がある。重複するが,も う一度 引用 したい。

會奮疾連動,未 時得行。而罧論成謂如不克捷,還 路甚難,非 長策也。

この文章 を見 ると,ま ず先 に蒋碗の持病が起 こったために實行で きず,績 い

て反封派が多Xで あったとされている。この陳壽の文章か らす ると,北 伐中

止の主要因は蒋碗の病であ り,そ れが引 き金 となって劉暉の聖旨が下 された

と考え られる。つま り,蒋 碗 の病がなければ,押 し切 って北伐 を行 う可能性

があった ということになる。

ところで,漢 水 ・汚水 を下って魏興 ・上庸 を狙 うとい う蒋碗の北伐計垂に

限 らず,そ もそ も蜀漢の北伐計書 にとって重要 な要素 は呉の動 きである。蒋
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碗の漢中への出陣,開 府 に際 して,先 に引用 した 『三國志』巻四十四蒋碗傳

にある劉輝の詔勅の 「呉の基動 を須ちて」 とい う一文 もある。

そこで,蒋 碗の北伐計書が實行 されかけた延煕四年の呉の軍事行動を確認

しておきたい。『三國志』呉書本文 と斐注 を見 ると,蒋 碗の北伐計書の記載が

あるこの年 に確かに呉 も魏へ の軍事行動 を敢行 していたことがわかる。『三國

志』巻四十七呉主傳(以 下,r呉 主傳』と略す)に は

四年……夏四月,遣 衛將軍全珠略潅南,決 葛肢,焼 安城邸閣,牧 其人民。

威北將軍諸葛恪攻六安。珠與魏將王凌 職干布阪,中 郎將秦晃等十鯨人戦

死。車騎將軍朱然 園簗,大 將軍諸葛理取祖 中。五月,… …是 月,i魏 太傅

司馬宣王救焚。六月,軍 還。

とある。 この件について 「三國志』巻四齊王紀には

二年……夏五月,呉 將朱然園嚢陽之奨城,太 傅司馬宣王率衆拒之。六月

辛丑,退 。

とあ り,こ の文章 に注 されている干寳 『苦紀』には

呉將全 踪冠有肢,朱 然、孫倫五萬人園簗城,諸 葛理、歩 驚冠租中;珠 巳

破走而奨園急。宣王 日:「 祖 中民夷十萬,隔 在水南,流 離無主,焚 城被

攻,歴 月不解,此 危事也,請 自討之。」議者成言:「 賊遠園焚城不可抜,

挫干堅城之下,有 自破之勢,宜 長策以御之。」宣王 日:「 軍志有之1將 能

而御之,此 爲魔軍;不 能而任之,此 爲覆軍。今彊場騒動,民 心疑惑,是

社稜之大憂也。」六月,督 諸軍南征,車 駕送津陽城門外。宣王以南方暑灌,

不宜持久,使 輕騎挑之,然 不敢動。於是乃令諸軍休息洗沐,簡 精鋭,募

先登,申 號令,示 必攻之勢。然等聞之,乃 夜遁。追至三州口,大 殺獲。

とある9。

五月,呉 が動 き始めた。衛將軍全 珠が葛肢に侵入 し,威 北將軍諸葛恪 は六

安 を攻め,車 騎將軍朱然 らの率いる五万の軍勢が嚢陽郡の簗城 を包園,大 將

軍諸葛理 ・願騎將軍歩驚 が租 中に侵入 したのである。それに,.し て魏は,王

凌 ・孫禮 ・胡質 らを派遣 して防 ぎとめた。全珠が退却 した後 も奨城の包園は

嚴 しかったため,六 月に司馬幣 自らが出陣 して朱然 らを撃退 したのである。
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『三國志』..二 十四孫禮傳 には

明帝臨崩之時,以 曹爽爲大將軍,宜 得良佐,於 床下受遺詔,拝 禮大將軍

長史,加 散騎常侍。禮亮直不撹,爽 弗便也,以 爲揚州刺史,加 伏波將軍,

賜爵關内侯。呉大將全 珠帥X萬 駅來侵冠,時 州兵休使,在 者無幾。禮躬

勒衛兵禦之,職 於葛肢,自 旦及暮,將 士死傷過半。禮犯路 白刃,馬 被数

創,手 乗抱鼓,奮 不顧 身,賊 鍬乃退。詔書慰勢,賜 絹七百匹。禮爲死事

者設祀契臨,哀 號獲心,皆 以絹付亡者家,無 以入身。

とあ り,魏 の側 にとって も全珠 の軍 を防禦す ることが樂なことではなく,干

寳 『晋紀』において議者が述べてい るような簗城防衛に關す る封慮には問題

がなかった とは言い切れないことが理解できる10。

魏の正始二年當時の司馬諮は 『三國志』--四 齊王紀 に

景初三年……丁丑詔 日:「 太尉膿道正直,壼 忠三世,南 檎孟達,西 破蜀

虜,東 滅公孫淵,功 蓋海内。昔周成建保傅之官,近 漢顯宗崇寵郵禺,所

以優隆篤又,必 有尊也。其以太尉爲太傅,持 節統兵都督諸軍事如故。」

とあるように,節 を与 え られてそれ まで どお り軍事 を取 り仕切 ることを認め

られてはいた とはいえ,曹 爽 によって太傅に祭 り上 げられていた。その司馬

酪が,こ の時の呉の進攻 に際 しては自ら望んで焚城 に出陣 したのである。彼

によると 「現場(焚 城)に 指揮す る者がいないうえに,遠 隔統御では國家の大

難 を乗 り切 ることがで きないため」 とい うことになる。確かに遠隔操作では

軍 の指揮 が非常に難 しくなる し,迅 速 な封鷹がで きないであろ う。その上,

呉の遠征軍 も大將軍諸葛理,願 騎將軍歩 鷲,車 騎將軍朱然,衛 將軍全珠,威

北將軍諸葛恪 とい う鐸 々たる將軍 をそろえていた。加 えて,そ の背後 に荊州

の抑え として控 えているのが呉 の切 り札 とも言える上大將軍陸遜 となれば,

魏 にとって確 かに 「國家の大難」であったろう。だが,理 由はそれだけだろ

うか?名 誉職に祭 り上げ られた司馬諮が出撃するのは,ど う考 えても尋常で

はない。

呉 は荊州の糞城 を攻め,蜀 漢はそれ まで とは職略 を変 えて漢水 ・汚水 を下

って同 じ荊州の魏興 ・上庸 を攻略 しようと水軍 を動か し始めていた。 しか も,
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漢水をさらに下っていけば,そ の先は嚢陽 ・焚城 に通 じていた。以上の こと

か ら考 えると,蒋 碗は,蜀 漢 と呉による荊州 における直接的な封魏挟 撃作戦

を思い描いていたのではないだろうか。假 にも諸葛亮の衣鉢 を受け縫 いだ蒋

碗 ともあろう者が,蜀 漢軍猫で北伐 をするような勝 ちめのない職いはしなか

ったであろう。諸葛亮以来の傳統的な軍事 ・外交政策の要である呉 との同盟

關係を駆使 し,諸 葛亮政権期 とは違い直接的に荊州 において魏 を挾 撃す る一

これが彼 の作戦だったのではないだろ うか。蜀漢の側か らす ると,魏 興 ・上

庸か らそのまま漢水 を下 って焚城に至 って呉軍 と合流 もで きる。奨城か ら新

野,そ して魏の都洛陽はそれほど遠 くない。諸葛亮の北伐以降,敷 少ない勝

機を何 とか見 出そ うとして この ように 「呉の基動 を須」つ ような荊州におけ

る直接的な封魏挟撃戦略を取ったのであろう。

しか し,ど うや ら蒋碗 と呉 との間には事前協議が行われていなかったよう

である。『呉主傳』斐注 『漢晋春秋』には,零 陵太守の股禮の上書 として,

零陵太守股禮言於権 日:「 今天棄曹氏,喪 諌累見,虎 孚之際而幼童萢事。

陛下身 自御戎,取 乱侮亡,宜 條荊、揚之地,墾 彊二巌之敷,使 彊者 執戟,

廠者韓運,西 命盆州軍干朧右,授 諸葛理、朱然大衆,指 事_i.陽,陸 遜、

朱桓別征壽春,大 駕入准陽,歴 青、徐。嚢 陽、壽春 困於受敵,長 安以西

務封蜀軍,許 、洛之厭勢必分離;椅 角瓦解,民 必 内1.4..E,將帥封向,或 失

便宜;一 軍敗績,則 三軍離心,便 當秣馬脂車,陵 躇城邑,乗 勝逐北,以

定華夏。若不悉軍動厭,循 前輕基,則 不足大用,易 於屡退。民疲威消,

時往力蜴,非 出兵之策也。」権弗能用之。

とあ り,ま た 『呉主傳』の歩驚 ・朱然の上疏には,

七年春正月……是歳,歩 驚、朱然等各上疏云:「 自蜀還者,成 言欲背盟

與魏交通,多 作舟船,繕 治城郭。又蒋碗守漢 中,聞 司馬諮南向,不 出兵

乗虚以椅角之,反 委漢中,還 近成都。事巳彰灼,無 所復疑,宜 爲之備。」

権揆其不然,日:「 吾待蜀不薄,聰 享盟誓,無 所負之,何 以致此?又 司

馬整前來入紆,旬 日便退,蜀 在萬里,何 知緩急而便 出兵乎?昔i魏 欲入漢

川,此 間始嚴,亦 未學動,會 聞魏還而止,蜀 寧可復以此有疑邪?又 人家
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治 國,舟 船城郭,何 得不護?今 此間治軍,寧 復欲以禦蜀邪?人 言苦不可

信,朕 爲諸君破家保之。」蜀寛 自無謀,如 灌所簿。

とあ る。孫権 は 「蜀漢が寝返 って魏 と同盟 を結ぼ うとしている」 とい う歩

鷲 ・朱然の上疏には心 を動かされることもな く,「蜀にはそうした企てが ない」

と判断 し,實 際その推察 どお りであった,と 記 されている。

これ らか らわかることは,「 蜀漢は諸葛亮在世時のように朧右へ出撃 する」

というのが呉の朝廷 における蜀漢の戦略に封す る見解であったとい うことで

ある。つ まり,蒋 碗は公式 には呉 との事前協議は行っていなかったのである。

ただ,こ れは蜀漢内部の ことを考 えれば納得で きることか もしれない。次

章でも述べ るが,蜀 漢内部の意見は蒋碗の戦略 に反封であ り,そ れ以上 に蒋

碗 自身が病 に倒れていたのである。そんな状態で呉 に封 してはっきりした約

束はで きなかった と思われる。それに,呉 がいかにあてにならないかは諸葛

亮存命 のときか ら理解で きたことであろう。 この ことが呉 と連携 を取ってい

なかった理由のひとつではないか と思われる。

とはいえ,蒋 碗の漢中出陣の際 に劉暉が下 した詔勅 に呉の動 きと呼磨 して

出撃せ よとあることか らす ると,蒋 碗は事前協議 をしていなかった として も

呉の出撃 を意識 しなが ら北伐 を進め ようとした可能性が指摘 で きる。 また,

段禮や歩鷺 ・朱然は知 らなかった としても呉 と蜀漢の同時出撃 案について孫

権 は知っていた,も しくは隠密裏 に蒋碗 との事前協議 を行 っていた可能性 も

否定で きない。

司馬幣 は呉や蜀漢のこれ らの動 きを見て動いた可能性 もある。 もし焚城が

落 とされれば,そ れだけで も魏は危機に陥るのに,そ れに加 えて蜀漢が荊州

に向けて動 き始めている。挟 撃作戦 を未然 に絶つために"太 傅"の 司馬酪が

わざわざ出陣 したと見 ることがで きるのではないだろうか。

蒋碗 の職略 と蜀漢 ・呉 「同盟」

ここまで述べ たことか ら把握で きる蒋碗の職略の特徴 として,戦 略の地理
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的中心が涼州方面か ら荊州方面に移っていることが指摘で きる。ただ,こ れ

は諸葛亮の北伐以前の荊州 をめ ぐる箏奪戦に再 び足 を踏み入れ ようとしてい

たことを意味 していると思われる。

そ もそ も荊州の地 は曹操の南下以降三國が争奪 を繰 り広げた地であ り,当

時の軍事的要衝であった ことは否定で きないであろう。 この地 をめ ぐって三

國は微妙 な駆け引 きを繰 り広 げていたが,そ の中で蜀漢は關羽の敗死 には じ

ま り,張 飛 ・劉備 をは じめ幾多の将兵 とともに,結 局荊州 を失 うこととなっ

た。諸葛亮 は呉 との外交では協調路線 を取 り,魏 へ の攻撃 は荊州方面へ は出

ないで,漢 中か ら長安以西 を狙 う職略を取 った。 もっとも,第 一次北伐では

新城を治めていた孟達を勧誘 してお り(結 局,司 馬麓に阻まれてしまった)11,荊

州方面へ出ようとしなかったわけではない。 とはいえ,呉 と争ってでも荊州

方面に出ようとはしなかったことは疑いない。

しか し,蒋 碗の戦略 は 「それ まで諸葛亮が北伐 を行 っていた西北方面 に姜

維 を派遣 し牽制 させておいて,主 力 は漢水 ・汚水 を下る」 というもので,し

か もそれの戦略 は呉の朝廷 も(少 なくとも公式には)把 握 していない ものであっ

た。先 に述べ たように,呉 の將帥は,蜀 漢の蒋碗が軍事 同盟の発動に際 して

諸葛亮 と同様 に漢 巾か ら北上すると考えていたのである。 とい うことは,蒋

碗の戦略は敵國の魏だけでな く同盟國の呉の豫想 も覆 して,結 果 として呉 と

荊州 を挟撃 し,一 部であって も荊州 を奪 うとい う 「漁夫の利」 を得て,載 局

を打 開しようとしたという見方がで きる12。

また,そ れ まではあてにな らなかった呉のA略 に蜀漢 は苦 しめ られてきた

わけであるが,荊 州方面 に職略の中心 を移すことで真の意味での共 同作職が

可能 とな り,そ れによって(少 なくとも)u・局を変化 させ ようと蒋碗 は考 えた

のではないだろうか。

しか し,結 局荊州への出撃 は未遂のまま終わって しまった。蜀漢は本格的

に動 くことはで きなかったのである。 しか も,先 に引用 した文章の通 り,北

伐 中止の聖旨を蒋碗 に傳えたのはなんと後纏者 となってい く費緯 と姜維 だっ

たのである。彼 らが蒋碗を 「さとすに及び」13北 伐を中止 させたのである。
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彼 らが蒋碗 の北伐 を推進す る側 にいたか どうか,は っきりとしたことはわ

か らない。ただ,斐 注 に引用 された史籍ではあるが,『 三國志』巻四十四姜維

傳斐注所引 『漢晋春秋』には

吾等不如丞相亦已遠　 ,丞 相猶不能定中夏,況 吾等乎!且 不如保國治民,

敬守肚稜,如 其功業,以 侯 能者,無 以爲希翼微倖而決成敗於一墨。若不

如志,悔 之無及。

とある。政椹首班 となってか らの費緯がはやる姜維 を抑えるための発言だが,

これに加 えて,『 三國志』巻四十五姜維傳 にあるように費緯 は姜維 に常に一萬

人以上の兵 を与えなかったことか らも,蒋 碗没後の費禧の方針は專守防衛 で

あった ことがわかる。 このことか ら考えると,彼 が蒋碗の北伐 を推進 してい

たか どうかは非常に疑わ しい。

一方
,姜 維は どう考 えていたのだろうか。費禧の没後,彼 が中心になって

内政 も顧みないような北伐が度々行 われるが,そ のルー トはいずれ も諸葛亮

北伐のルー トとさして変わ らない。 どうや ら諸葛亮の北伐 ルー トに封するこ

だわ りと西北方面の地理をよ く知 っているとい う自負が これにか らんでいる

ようである。加 えて,先 にも指摘 したように,姜 維 は魏興 ・上庸攻略職 の別

働隊を指揮 していた可能性が高い。以上 のことか らする と,姜 維 も蒋碗 の北

伐 を積極的に推進す る側であったか どうかはわか らないが,仮 に反封であっ

て もそれは侵攻ルー トに封する反封 であって,北 伐 自膿 に封す る反封派では

ないところが費緯 とは違 うところである。

ただ,少 な くとも言えることは,蒋 碗 の北伐 に際 して費禧 と姜維は少な く

とも主たる役割 を担 ってお らず,(特 に費禧は)と もすると反封派であった可

能性があるということがわかる。

ここまで述べて きた ように,蒋 碗 に北伐の意志はあ り,行 動 にも移 したわ

けであるが,諸 事情のため本格的に北伐 を強行す ることはできなかった。蒋

碗が病 に倒れた り,そ れ もか らんだためであろうが北伐反封派 を抑 えること

がで きなかった りした。 さらに,こ ち らのほ うが重要か もしれないが,諸 葛

亮 の死 による國内の動揺 を静め,な おかつ北伐 を同時 に遂行 しなければな ら
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なかった苦 しさがあった。

蒋碗政権 において も諸葛亮政権 と同様,統0に 向けての北伐 を敢行す ると

いう蜀漢國の國是 を果たす 「正統な後纏者」 た らん とした蒋碗 と 「蜀 の地 を

守って くれるだけでいい」 とい う巴蜀の豪族達 との問の相克が くすぶ り績 け

ていた と考 えられる。ただ,蒋 碗が軍を握 り,諸 葛亮の基本政策 をほとん ど

そのまま受 け縫いだ政治を行 っていたために,豪 族達 も表立 った非難は起 こ

せなかったのであろう。

蒋碗政権の特徴 を整理する と,諸 葛亮政権 のように首班の蒋碗一人に権力

が集中 してお り,猫 裁 ともいえるような状況であったことが まず指摘で きる。

しか し,蒋 碗 自身に諸葛亮のような"絶 封権力"を 築 こうとい う意志があっ

たか どうかはわか らない。彼 は盆州刺史の役職 を就任當初か ら譲 りたがって

いた し,自 ら望んで得た猫裁的な"絶 封権力"で はなかったことを考えると,

むしろ,そ の氣がなかったといった方がいいのか もしれない。14加 えて,こ れ

も諸葛亮 と同様であるが,蒋 碗は漢 中に開府 し 「漢中に進駐 しなが らも成都

朝廷 を完全に掌握 し,内 政 ・封孫呉外交 をリモー トコントロールし」15て いた

と考えられる。

この ような膿制の中で,董 允の存在が大 きな ものであったことが指摘で き

る。諸葛亮は彼 を侍中に任命 していたが,彼 は劉暉 を監視 し,「 出師表」 にあ

る"宮 中府 中倶 にr.:T,た り"と いう方針 を現實の もの としていた と考え られ

る。實際,彼 が生 きている間は劉暉が安逸に耽 ることもなかった。だか らこ

そ官職は蒋碗 ・費緯 とは比較 にな らないが,諸 葛亮 ・蒋碗 ・費緯 とともに四

英 ・四相 と評 された16の であろ う。董允 は蒋碗 とほぼ同時期 に死去 している。

宮中の要職 にある人間で劉輝の享樂へ の陶醇 を遮るものがな くなったことを

意味 していた と見 られる17。

延煕六年一蒋碗政権の實質的終焉

延煕六年十月,蒋 碗は漢中か ら浩 に蹄還す る。そ して十〇月,蒋 碗政権 に
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おいては延煕元年の改元以来の大赦が行われ18,そ の直後費緯は大將軍録尚書

事 に昇進 した。蒋碗が政務 を果たせな くなったか らであろう。 この時黙 で蜀

漢帝國の實灌 は費緯に移 り,蒋 碗政権は終焉 を迎 えたのである19。

これ以降,費 緯が政権首班 となった政権 が成立す るが,そ の政権 には諸葛

亮政権や蒋碗政椹 との明確 な違いがあった。先 にも指摘 した ように,諸 葛亮

政椹や蒋碗政椹 では政権首班者のみに官職上の権力が集中 していたが,『 三國

志』巻四十四姜維傳 に

〔延煕〕十年,遷 衛將軍,與 大將軍費緯共録尚書事。

とあるように,録 尚書事に就任 した人物 として費緯 だけでな く姜維が存在 し

ていた(蒋 碗が没した翌年 〔247年〕に就任)こ とである。このことを重視すれば,

蒋碗没後の蜀漢は費偉 ・姜維政権 によって担 われたことになる。 また,『 三國

志』巻三十三後主傳斐注所引 『魏略』には

碗卒,輝 乃 自撮國事。

とあることに加 えて,費 禧が漢壽 に開府 したのは延煕十五年(252年)に なっ

てか らである20。 これ らの記事 も考慮すると,費 禧 ・姜維政椹では諸葛亮 ・蒋

碗の ような独裁的な椹力 を掌握 した人物がいなかった とい うことにな りそう

である。

これ以降の費緯 と姜維の政治姿勢 は,劉 備 ・諸葛亮 ・蒋碗の三代に比べる

と,非 常に極端であ り柔軟性 を欠いた ものである。費緯 ・姜維政権の中でも,

費緯 は守勢化 して しまい,封 して姜維 は北伐 に積極 的な姿勢 を示 している。

この二人の方向性 の封立の中で,蜀 漢は滅亡への道 を走 りは じめることとな

る。

蜀漢が この世 に存在 し績けるためには,何 のために蜀漢 という國が存在 し

ているのかを常 に問い績けることを怠 ってはならなかったのである21。それは

単 に 「漢王朝 を復興す る」だけでは説得力を持たず,諸 々の人々のためであ

ることを行動で示さねばならなかった22。費禧の場合 は,外 征 を控えることで

魏 に勝つための可能性 を絶 って しまった。姜維の場合 は理念が先走ったため

か,少 な くとも結果 として 「軍の軍による軍のためのu・争」 と言われて も仕
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方ない ような北伐 を頻繁に行 ったのである。彼 らは蜀漢國存在の意義である

「漢朝復興」 とい う國是 ・建國理念を本氣で行動 に移そうとしていたのであろ

うか。

この ように見 ると,蒋 碗の死 によって諸葛亮の 「正統 な後縫者」が蜀漢か

ら姿 を消 し,蜀 漢 自罷がその存在意義 ともいえる國是 と建 國の理念 を忘れ去

って しまったと考えられる。そ して,そ れが決定的 となった年が延煕六年だ

ったのである。

蜀漢國において,劉 備 ・諸葛亮 ・蒋碗 と三代 にわたって國是 ・建國理念が

受け纏がれていた時代 は,様 々な問題 を抱 えなが らも國家 としてのまとま り

を見せてお り,一 面か ら見れば盤石の状態であった。 しか し,國 是 を有名無

實化 して しまった費緯 ・姜維の時 に政策の極端化がおこ り,國 を滅亡に導い

ていってしまった。

蒋碗治世の十二年間は,蜀 漢が劉備 ・諸葛亮以来の國是 を形骸化 し忘れ去

る過程であった。蒋碗 は,"漢 朝復興"と いう建國の理想 をそのまま受 け纒こ

うとした,い わば"正 統 な後縷者"で あった。費緯 ・姜維政権 の時代 には,

諸葛亮政椹時代のような本格的北伐 を行 う意圖す らなかったことを考えると,

諸葛亮が後纏者 として第一 に蒋碗 を指名 したのは,真 の後fl'者が蒋碗 しかい

ないと判断 したためであろうか。

終わ りに一陳壽の 「蜀漢國史観」 に關する一考察

蒋碗政権期 における魏への軍事行動はほとん どなかったが,延 煕四年(241

年)の 動 きに見 られるように蒋碗の北伐計書は諸葛亮 とは異なっているもので

あった。蒋碗 の計書は 「それまで諸葛亮が北伐 を行っていた西北方面に姜維

を派遣 し牽制 させておいて,漢 中から魏興 ・上庸に向けて漢水 ・汚水 を下る」

というもので,当 時の呉の北伐の動 き(こ ちらは實際に軍事行動を起こした)も

考慮す ると,共 に裏 陽 ・焚城 を狙 う目的があったと考 えられる。ただ し,呉

との間には事前 の協議 は無か った ようで,蜀 漢 は呉 の動 きに便乗す る形で
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攻 撃 を謀 ったように見受 けられる。魏の側ではこの年の呉の軍事行動 に封 し

て太傅 となっていた司馬灘が反封意見 を退けて 自ら出陣 して防いでいるが,

これは呉の動 き以外 にも蒋碗の計書に氣ついていたためである可能性 もある。

しか し,結 局蜀漢は蒋碗の病 と多数の北伐反封派の意見 によって北伐 を敢行

できず,費 緯 と姜維が蒋碗を諭 して断念 させたのである。

蒋碗政灌 の特徴 としては諸葛亮政権のように首班の蒋碗一人に権力が集中

してお り,猫 裁 ともいえるような状況であったこと,蒋 碗 は漢 中に開府 しな

が らも内政 ・封孫呉外交をリモー トコン トロール していたことが學げ られる。

封照的に,蒋 碗没後 の費緯が首班 となった政権 では,録 尚書事 に費禧だけで

な く姜維 も就任 していることや(r魏 略』によると)蒋 碗没後は劉輝が 自ら國事

を撮 ったこと,費 緯が開府 したのは首班 となってか ら六年後の延煕十五年で

あったことか ら,官 職や権 限で費禧が優位 を保 っていたとはいえ費禧 ・姜維

政権 というべ き二頭禮制であったこと,諸 葛亮 ・蒋碗 のような独裁権力 を掌

握 していた人物がいなかったことが指摘できる。

『三國志』巻四十四の評を見ると蒋碗 と費禧 は同様 に扱 われてお り,と もに

諸葛亮の規範を受け縫いで方針 を改めなかった とある。 しか し,『 三國志』蜀

書の内容 をよく見ると,諸 葛亮 ・蒋碗の政権 と費禧 ・姜維の政権 との問には

明 らかに相違黒占がある。諸葛亮 ・蒋碗 には(少 なくとも官職上の)"絶 封権力"

と北伐への意志 と内政 を掌握 した上での戦略があったが,費 緯 ・姜維 には官

職上でも"絶 封椹力"が な く,北 伐 に關 しても費禧 は消極的であ り,姜 維は

内政を顧みない軍事行動 を起 こす などの偏 りを見せている。 この ように見る

と,陳 壽 による蜀漢國史観では,諸 葛亮 ・蒋碗の政権の性格が類似 してお り,

蒋碗一人が 「諸葛亮の正統な後,1'者」であるのに封 して,費 禧や姜維の政権

は諸葛亮や蒋碗の政椹 とは性格 が異 なっているだけでな く,陳 壽の本文を見

ていると諸葛亮の政策を受け繹いでいない政椹 として描かれ,滅 亡への階段

を歩んでい く過程が示 されているように見受け られる。陳壽の 「蜀漢國史観」

については,費 緯 ・姜維政灌期 か ら蜀漢の滅亡 に至 る歴 史を陳壽 「三國志』

か ら見てお く必要があると思 われるが,こ れに關 しては稿 を改めて述べてい
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きた い と考 えて い る。

1王 仲攣 『魏晋南北朝史』上冊95～96頁 には

在蒋碗 執政的十二年中(公 元二三四 一二四六年),蜀 漢没有大學北伐。蒋碗錐

有 自漢中乗漢水東下襲撃曹魏的打算,但 由於朝野間的議論,認 爲漢水淺急,如

果 出兵不 能取勝,撤 退時就會 遇到 困難,伯 重踊號亭 之敗 的覆轍,因 此没有進

軍。

とある。 また,ラ賠 勾公 「談蜀國滅 亡的原 因」(『文 史哲』1982-51982年),中 林 史

朗 「試論,蜀 漢政権 の成立過程 と其の存在意義一 ドラマとしての三國鼎立」(以 下,

「中林前掲論文」 と略称)(『 土浦短期大學紀要』141986年),渡 邉義浩 「蜀漢政権

の支配 と盆 州人士」(『史境』181989年,『 三國政権 の構 造 と 「名士」』汲古書院

2004年 第2章 第2節 「蜀漢政権 の支配 と盆 州社会」)に も蒋碗 の北伐計書に關す

る記述があ り,そ れについては拙稿 「諸葛亮妓 後の 「集團指導髄制」 と蒋碗政権」

〔以下,「 拙稿1」 と略称〕(『創償大學 人文論集172005年 』)で も指摘 している。

2拙 稿1参 照。

3ち なみに羅 開玉 〔新撰 〕『三國志』(『二十五 史新編』上海古籍出版社1997年)

に も

蒋碗封北伐之事井不忽公認真,但 也撰出架式,率 軍出屯漢中。

とあ り,蒋 碗 は北伐 をする構 えを見せ ただけで,實 行す る氣はなかった とされてい

る。

4魏 の景初 年間については,平 勢 隆郎 「景初 の年代 に關す る試論」(池 田温 〔編〕

『日中律令 制の諸相』 東方書店2002年)が ある。 ここで は,景 初改元 の特殊性

を指摘 して,景 初元年が實際は237年 で景初は四年 まであったこと,そ のため青龍

四年 は最初 にはあったが景初改元で削 られ,そ れが正始改元 の後で復 活 したこと,

正始改元の後 に暦が書 き換 えられて237年 があ らためて景初元年 とされて,景 初 は

三年 まで とされたと述べ られている。本論文の年譜はこの平勢氏の説には依擦 して

いないが,注 意する必要がある と考 えている。

5『 晋書』宣帝紀 には,建 興十三年(235年)に 馬岱が魏 に侵攻 して牛金 に撃 退 され

たとあるが,『 三 國志』にはその ような記事 はない。また,本 文 中で指摘 したよう

に姜維が しばしば涼州へ侵攻 していた。

6『 三國志 』-¥四 十四蒋碗 傳 による と,蒋 碗 は延煕元年か ら船 の建造な どの準備 を

開始 している。このことや,『 三國志 』の記述 を踏 まえると,魏 興 ・上庸攻略へ 向

けて具体的 な行動にでるようになるのは延煕三年～四年頃だと考えられる。ちなみ

に,『 資治通鑑』では延煕四年 とされている。

7拙 稿1参 照。

8『 三國志』巻四十五姜維傳 に
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維自以練西方風俗,兼 負其才武,欲 誘諸莞、胡以爲羽翼,謂 自朧以西可断而有

也。毎欲興軍大學,費 緯常裁制不從,與 其兵不過萬人。

とある。

9『 晋書』巻一宣帝紀 にもほぼ同 じ内容の記載がある。

10『 三 國志』巻二十四孫禮傳 を見 ると,曹 爽 との關係が良 くなか った ことがわかる。

このことも影響 していた可能性は考えられる。

11『 三國志』.;三 明帝紀 ・同斐注所 引 『魏略』・『苦書』..宣 帝紀参照。

12た だ,蒋 碗 が呉 と連携 を取 っていなかったのは,魏 の裏 をか くために直前 まで同

盟國である呉の裏もかいておいたほうが良いと判断していたためだと考えることが

可能でないことはない。

13三 國志巻四十四蒋碗傳 には

於是遣尚書令費緯,中 監軍姜維等喩指。

とあ り,岡 崎文夫 『魏晋南北朝通史』(弘 文堂1932年)に は

このとき蜀都 の輿論 はむ しろ消極的に転向を示 したごとく,費 緯,姜 維 の両人

その旨を傳 えて蒋碗 を さとすに及び,彼 はつ いに浩城(錦 州)に 徒 屯 し,軍

事方面において姜維 を重用 し,こ れを して もっぱ ら甘粛方面の守備に當たらし

むることにした。

とある。

14拙 稿1参 照。

15石 井仁 「諸葛亮 ・北伐軍團の組織 と編成に一蜀漢における軍府の発展形態」(『東

北學学東洋史論集 』第四輯1990年)50頁 参照。

16『 三國志』董允傳斐注所引 『華陽國志』には

時蜀人以諸葛亮,蒋 碗,費 緯及允爲四相,一 ・號四英。

とある。

17た だ,安 田二郎 「西晋武帝好色孜」(『東北大學東洋史論集』第七輯1998年,の

ち 『六朝政治史の研究』京都大學出版會2003年 第2章 所収)に よると,蜀 漢の

劉暉 も孫皓や司馬炎 と同様 に子女の納宮を介 して有力姓族や良家 との個別的な結び

つ きを強化する目的で後宮充實策を行おうとしたという可能性を示唆されてお り,

董允の役割については さらなる検討が必要である。

18蒋 碗 ・費緯治世の20年 間に大赦は5回 施行 された。 その中で蒋碗 の治世(建 興

十二年 〔234年〕～延煕九年 〔246年〕)の 間に行われた大赦 は4回(建 興十二年,

延煕元年,延 煕六年,延 煕九年)で あ る。 しか し,詳 細 に見 ると,蒋 碗 が實質的に

政権 を握っていた9年 間には建興十二年 と延煕元年の2回(蒋 碗政権の成立 と改元〉

しかな く,あ との3回 は費緯 政権 の11年 間に行 われた ことになる。拙 稿1参 照。

なお,拙 稿1で は校正が間 に合 わなかったため,蒋 碗 治世での大赦は3回 とあ り,

延煕元年の大赦 が抜 けている。 ここで改めて訂正させていただく。

19詳 細 は拙稿1参 照。
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20『 三國志』巻 四十四費禧傳参照。

21中 林前掲論文参照。

22「 漢朝復興」 という大義名分だけでは巴蜀の人々がついてこなかったことは,『 三

國志』巻四十二の諸傳 を見れば想像に難 くない。
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〔表1〕 蜀漢 を中心 とした三國の動向 と天災・異民族反臥(234年8月 ～246年11月)

凡例Il『 三國志』魏書 ・蜀書 ・呉書 はそれぞれ 『魏志』・『蜀志』・『呉志』と略す

H:年 號 は蜀漢の もので統一 した。魏 の景初年間については暦の問題があるが,

景初 の年代 につ いては,平 勢 隆郎 「景初 の年代 に關す る試論」(池 田温

〔編〕 『日中律令制 の諸相』2002年3月)参 照。 ここでは景初元年 は西暦

237年 と考えてお く。

年月(蜀 漢) 西暦年 事項 典拠

建興12年8月 234年 諸葛亮の死後,楊 儀 と魏延が争い,i魏 『蜀志』後 主傳 ・楊儀

延討 たれ る。 傳 ・魏延傳

大 赦。 『蜀志』後主傳

左將軍呉諮を車騎將軍 ・假節 ・漢中都 『蜀志』後主傳

督 とす る。

丞相留府長史の蒋碗を尚書令とし國事 『蜀志』後主傳 ・蒋碗

を統括せ しむ。 傳

(呉の嘉禾3年)諸 葛恪 を丹楊 太守 と 『呉志』呉 主傳 ・諸葛

し,山 越 討伐 を行 わせ る。 恪傳

建興12年 呉 は諸葛亮の死 を聞 くと,魏 が蜀 を奪 『蜀志』宗預傳

い取 るのではないか という不安から蜀

の救援 といざというときの分割に備え

て巴丘の兵を一万人増員した。蜀は永

安の兵を増員し,ま た宗預 を呉 に派遣

して封 処 した。

諸葛亮が死去すると,呉 は是儀 を派遣 『呉志』是儀傳

して同盟 ・友好關係をさらにかためさ

せ る 。

建興12年9月 朔 日,呉 で は霜が降 りて穀物に被害が 『呉志』呉主傳

出 た 。

建興12年11月 呉 の黄 龍3年(231年)2月 か ら太 常 『呉志』呉主傳 ・呂岱

播溶が呂岱とともに五万の兵で武陵の 傳 ・播溶傳

異民族を討伐 ・平定 し,こ の月武昌へ

蹄 還 。

建興12年 盧 陵の叛徒 の李桓 ・(南海郡の)羅 属 『呉志 』呉主傳 ・呂岱

らが反齪を起 こした。 傳

建興13年1月 235年 中軍師楊儀が免職となり漢嘉郡に流さ 『蜀志』後主傳 ・楊儀

れ る 。 傳

建興13年 i魏の青龍3年3月 以降景初年間にかけ 『魏志』明帝紀 ・楊阜
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て,許 の宮殿の造螢や洛陽宮の修理 ・ 傳 ・高堂隆傳

造螢が行われ,楊 阜 ・高堂隆が明帝 に

諌 言 。

建興13年4月 蒋碗が大將軍 ・録尚書事,費 禧が尚書 『蜀志』後主傳 ・蒋碗

令 となる 傳 ・費緯傳

建興13年 夏 盧陵の李桓 ・路合,会 稽郡東冶の随春, 『呉志』呉主傳 ・呂岱

南海郡 の羅属らが反齪を起 こし,詔 を 傳

受けた呂岱が劉纂 ・唐杏 らを指揮 して

討伐した。随春はす ぐに降伏 して,偏

将軍に任命 された。

建興13年7月 (呉の嘉禾4年)呉 では電が降った。 『呉志』呉主傳

建興13年8月 この年の春,孫 権が数千家の兵 を派遣 『魏志』満寵傳

して江北で田作 させる。満寵は8月 に

諸屯衛 を襲撃 ・撃破 させ,穀 物 を焼 き

払 わせ る。

建興13年 この年,魏 の幽州刺史王雄が刺客 を送 『魏志』鮮卑傳

って朝比能を暗殺。

建興13年 この年,馬 岱が出撃 したが,司 馬酪の 『晋書』宣帝紀

派遣 した牛金に撃退される。

建興13年 この年,武 都の氏族の符讐,強 端が率 『苦書』宣帝紀

いる六千人が魏に来降。

建興13年 この年,魏 では 關東 が磯 う。 『巫童日 目』宣 帝紀

建興14年 春 236年 (呉の嘉禾5年)一 つが五百銭 に相当 『呉志』呉主傳

する大銭を鋳造し,官 吏や民衆か ら銅

を供出させ買い取 り,盗 鋳の罰則 も定

め た 。

建興14年2月 呉の輔呉將軍張昭死去。 『呉志』呉主傳・張昭傳

建興14年 呉 では中郎将の吾藥 が李桓 を捕 らえ, 『呉志』呉主傳

将軍の唐苔が羅属 らを捕 らえた(2月

～夏)。 吾棄 は会稽 の山越討伐 に も關

与 。

建興14年7月 高句麗王位宮が呉の使者の胡衛らの首 『魏志』明帝紀

を幽州の役所に届ける。

建興14年 冬 鄙陽の賊徒彰旦 らが反齪 を起 こした。 『呉志』呉主傳

建興14年 武都 の琢族の王符健(符 讐 の兄?)と 『蜀 志 』 張 疑 傳,『 華

その民四百戸あまりを広都に移住させ 陽國志』巻七劉後主

る 。 志
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この頃(234～236年),陸 遜 が魏 の江 『呉志』陸遜傳

夏太守途式を陥れて罷免に追い込む。

建興15年2月 237年 (呉の嘉禾6年)陸 遜が彰旦 らを討伐 『呉志』呉主傳

し,年 内 に全 て を打 ち破 る。

(中郎將の周砥が鄙陽での徴兵を願い 『呉志』陸遜傳

出て,陸 遜 の反封 を押 し切 って許可 を

取 り付けたが,す ぐに呉遽 らの反齪が

起 きて周砥 は殺 された。陸遜が討伐を

願い出て出撃し,打 ち破って精兵八千

人 を手 に入 れ,鄙 陽 ・豫章 ・盧 陵三 郡

が平定された。)

建興15年6月 (魏の景初元年7月)呉 の朱然 らが江 『魏志 』明帝紀,『 呉

夏 を包囲 したが,魏 の荊州刺史胡質 ・ 志 』朱然傳 ・『呉志』

蒲忠 らがこれを攻撃 したため退却。 朱然傳斐注所引 『異

同評』

以前,呉 と高句麗が好 を通 じて遼東 を 『魏志』明帝紀 ・公孫

襲撃しようとしたため,幽 州刺史の冊 淵傳

丘倹が遼東の南境に駐屯 し,同 時に公

孫淵 を召 し寄せ ようとしたことがあっ

た。この時期に,公 孫淵が反旗 を翻 し

雨が績 いた こともあって冊丘倹は退

却。公孫淵は自立 して燕王 と称し,年

號 を 「紹 漢 」 とす る。

建興15年 青,菟,幽,翼 の 四 州 に命 じて 海 船 『魏志』明帝紀

を作 らせ る。

建興15年8月 (魏の景初元年9月)翼,菟,徐,豫 『魏志』明帝紀

の四州が洪水 に見舞われる。

建興15年10月 (呉の嘉禾6年10月 〉魏 の盧江郡主簿 『呉志』呉主傳 ・朱桓

の呂習が投降と城門を開けるという内 傳

応 を申し入れ,呉 か らは衛將軍全琢 と

前將軍朱桓が盧江に派遣されたが,呂

習 の投 降 が%1Nり で あ る こ とが わ か り,

退却 。職 果 は挙 が らなか った。

建興15年 冬 諸葛恪 が山越討伐 を終 える と,北 に出 『呉志』呉主傳 ・諸葛

て盧江に駐屯 し,鷹 江や院江で屯 田を 恪傳

行い,隙 を窺って紆 を襲撃 しその地の

住民を全て捕虜にして連れ臨った。さ
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らに壽春の攻略 を計 ろうとしたが,孫

権が許可 しなか った。

建興15年12月 (魏 の景 初2年 正 月)司 馬 酪 が遼 東 『魏志』明帝紀

攻撃のため出陣。

延煕元年1月 238年 蜀漢は改元,大 赦。 『蜀 志 』 後 主傳 ・『魏

志』明帝紀

延煕元年春 (呉の赤烏元年)呉 で一つが一千銭 に 『呉志』呉主傳

相当する大銭を鋳造。

延煕元年夏 呂岱が盧陵の反Lを 討伐。 『呉志』呉主傳

延煕元年7月 (魏 の景 初2年8月)焼 当 の莞 王 芒 『魏志』明帝紀

中 ・注詣が叛乱を起 こし,涼 州刺 史

(徐遡)が 諸郡の兵を指揮 して討伐 し,

注詣の首 を斬 る。

延煕元年8月 (魏の景初2年9月)司 馬諮が公孫淵 『魏志』明帝紀

を裏平で包囲し撃ち破 り遼東を平定。

同月,蜀 漢の陰平太守 ・彦惇(彦 化?) 『魏志』明帝紀斐注所

が守善莞侯の宕輩の螢を攻撃。雍州刺 引王沈 『魏書』

史 ・郭准が廣魏太守 ・王賛 と南安太

守 ・游変を派遣 して討伐させるが,游

突の軍は破 られ王賛 はQ死 。

延煕元年11月 大將軍蒋碗,漢 中へ 出陣 し,開 府(← 『蜀志』後主傳 ・蒋碗

遼 東 ・公 孫 淵征 伐?)。 傳

(魏 の景 初2年12月)6月 に倭 か らの 『魏志』東夷傳

使者が帯方郡 に着 き,洛 陽に送 られ,

この月になって 「親魏倭王」の卑弥呼

に詔書が下る。

延煕元年12月 (魏の景初3年 正 月1日)魏 の明帝崩 『魏志』明帝紀 ・齊王

御。曹芳が帝位に就 き,大 將軍 ・曹爽 紀 ・曹爽傳

と太尉 ・司馬諮が補佐する。

延熈元年 呉では中書典校の呂壱が公文書を監査 『呉志』呉主傳 ・顧雍

する権限を利用 して椹力を振るい,さ 傳 ・諸葛 瑛傳 ・歩鷲

さいなことやでっち上げた事件で人々 傳 ・陸 遜 傳 ・播 溶 傳

を陥れていたが,こ の頃に悪事が発覚 など

して謙殺された。

延煕2年1月 239年 (魏 の 景 初3年2月)司 馬'IC:が太 傅 と 『魏志』齊王紀 ・曹爽

な る。 傳a

延煕2年3月 蒋碗が大司馬に昇進 し,姜 維 は大司馬 『蜀志』後主傳 ・蒋碗
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府司馬となってたびたびJ中 など西方 傳 ・姜維傳

へ侵 入 。

(呉 の赤烏2年)使 者 の羊衙 と鄭 冑, 『呉志』呉主傳

將軍の孫恰を遼東に派遣して魏の守將

張持 ・高慮 らを撃ち,そ の配下の男女

を捕 虜 と した。

延煕2年9月 (魏の景初3年10月)魏 の鎭南將 軍 ・ 『魏志』齊王紀

黄権が車騎將軍 となる。

延煕2年10月 呉で将軍の蒋秘が南の異民族を討伐し 『呉志』呉主傳

たが,配 下 の塵式兄弟が反Lを 起 こ し,

零 陵 ・桂 陽 ・交 州 ・蒼悟 ・諺林 諸 郡 が

不 安 定 に な っ た が,呂 岱 ・唐r%¥に よ っ

て一 年余 りで鎭圧 され て い る。

延煕3年 春 240年 越嵩太守の張疑に越篤郡を平定させる。 『蜀志』後主傳

魏 は旱(景 初3年12月 ～正始 元年3 『魏志』齊王紀

月)。

延煕3年4月 魏 の車騎將軍 ・黄権死去。 『魏志』齊王紀

延煕3年11月 呉は磯 う。公の倉庫 を開いて貧窮者を 『呉志』呉主傳

救 濟 。

延煕3年 姜維が朧西に出陣。郭准は軍を進めて 『魏志』郭涯傳

彊中まで追撃 し,姜 維は退却。郭潅は

そ の ま まlti族 の迷 当 らを討 伐 。従 川頁な

氏族の三千余部落を鎭撫 し,關 中に強

制移住 させる。

延煕4年 241年 蒋碗,漢 水ぞいに川下 り作戦 を計画 し, 『蜀志』蒋碗傳

魏 興 ・上庸 攻略 を はか る。

延煕4年1月 呉では大雪,平 地で も三尺積 もる。 『呉志』呉主傳

延煕4年4月 衛將軍全珠が葛破に侵入し,威 北將軍 『魏志』齊王紀 ・孫禮

諸葛恪は六安を攻め,車 騎將軍朱然 ら 傳 ・胡 質傳 ・王 凌傳,

の率いる五万の軍勢が嚢陽郡の焚城を 齊王紀斐注所引干寳

包囲(『 三國志 』巻 四本文 では五 月), 『晋紀 』,『呉志 』 朱桓

大將軍諸葛理 ・駆騎將軍歩鷲が祖中に 傳 附朱異傳,『 暦 書』

侵 入 した。魏 は,王 凌 ・孫 禮 ・胡 質 ら 宣帝紀

を派 遣 して防 ぎ とめ る。

延煕4年5月 呉の太子孫登死去。 『呉志』呉主傳・孫登傳

延煕4年6月 全珪が退却した後も焚城の包囲は厳し 『魏志』齊王紀斐注所

かったため,六 月に司馬整 自らが出陣 引 干 實 『否 紀 』,『晋

r
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して朱然 らを撃退、 書』宣帝紀

延煕4年10月 蒋碗 ・費禧 会 談 。 『蜀志』後主傳

延煕5年1月 242年 姜維,偏 軍 を率 い漢 中 よ り浩 県 に蹄

り,駐 屯。

『蜀志』後主傳

馬忠,蒋 碗 に詔勅 を傳 える。 『蜀志』馬忠傳

延煕5年3月 魏 は正始2年 か らこの月にかけて,廣

漕渠 を開き准北 を灌概す る(長 江 ・准

水へ軍 を動かす際にも使用)。

『晋書 』宣帝 紀 ・『魏

志』郵交傳

延煕5年 (魏の正始3年)高 句麗王位宮が西安

平 に侵入 して略奪を働 く。

『魏志』東夷(高 句麗)

傳

延煕5年 (呉の赤烏5年)建 安 ・鄙 陽 ・新都 で

山民が反齪を起 こし,鍾離牧 らが鎭圧。

また,合 浦郡高涼の賊 ・循弩,南 海郡

掲陽の曾夏 らが反齪を起 こすが,い ず

れ も鍾離牧が鎭圧。

『呉志』鍾離牧傳,同

傳 斐注 所引 『会稽 典

録』

延煕6年9月 243年 (魏の正始4年)司 馬酪が箭で諸葛恪

を撃つ。

『否書』宣帝紀

延煕6年10月 大 司 馬 蒋 碗,漢 中 よ り蹄 途 に つ き,

(重 態 に陥 っ たため?)浩 に とど まる。

『蜀志』後主傳 ・蒋碗

傳

姜維,鎭 西大將 軍 ・涼州刺 史 となる。 『蜀志』姜維傳

延煕6年11月 蜀漢で大赦。 『蜀志』後主傳

費緯,大 將軍 ・録尚書事 に昇進。 『蜀志』後主傳 ・費緯

傳
一

延煕6年12月 魏では卑弥呼の使者が朝貢。 『魏志』齊王紀

延煕6年 魏では准陽渠 ・百尺渠を開き,頴 の南

北の諸阪 を修理す る。

『晋書』宣帝紀

延煕7年 閏月 244年 (魏の正始5年2月)曹 爽,夏 侯 玄 ら

が司馬酪 らの反.,を 押 し切 って蜀へ出

陣。蜀漢は費緯,王 平 を中心 に漢中を

防衛。曹爽 は5月 に魏へ蹄還(こ れに

よ り蒋碗 と費緯 の閲歴 ・声望が並ぶ)。

『魏 志 』齊 王 紀 ・曹 爽

傳 ・夏 侯 玄 傳 ・郭 准

傳,『 蜀志 』 後 主傳 ・

王 平傳 ・費 禧傳,『 晋

書 』宣 帝 紀

延煕7年9月 費 緯,成 都 に蹄 還。 『蜀志』後主傳

費 緯,領 盆州 刺 史 とな る(～12月)。 『蜀志』費緯傳 ・『華

陽國志』劉後主志

延煕8年 245年 呉で太子(孫 和)派 と魯王(孫 覇)派

の封立激化で,張 休が 自殺。

延煕8年2月 呉 の丞 相 ・陸遜,死 去 。 『呉志』呉主傳・陸遜傳
一
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延煕8年7月 呉で將軍の馬茂が反齪を起 こすが,鎭 『呉志』呉主傳

圧 され る。

延煕8年8月 呉で校尉の陳勲に屯田兵と工兵三万を 『呉志』呉主傳

率いて句容中道に運河を掘り小其から

曲阿の雲陽西城を結んで,そ こに商人

の交易場を配置して食糧倉庫を建てさ

せ た 。

延煕8年12月 費緯,漢 中守備視察。(後 継者 として 『蜀志』後主傳

の デ モ ンス トレー シ ョン?)

延煕9年1月 246年 呉が粗中に侵入。司馬熱は再び攻撃さ 『呉 志 』 呉 主 傳 ・『晋

れることを懸念 し軍を留めて湾水の南 書』宣帝紀

で防 ぐことを進言するが,曹 爽 は従 わ

ず。果 た して攻撃 を受け,萬 人 を超 え

る被害 を出す。

延煕9年2月 魏の幽州刺史 ・冊丘倹(・ 王預)が 高 『魏志』齊王紀 ・冊丘

句麗討伐(正 始5年 ～7年)。 倹傳・東夷(高 句麗)傳

延煕9年5月 丑丘倹が減豹討伐。 『魏志』齊王紀

延煕9年6月 費 緯,成 都 に蹄 還。 『蜀志』後主傳

延煕9年 秋 大 赦。 『蜀志』後主傳

延煕9年11月 蒋碗死去。 『蜀志』後主傳 ・蒋碗

傳


